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～ごあいさつ～ 

このたび、皆さまのご支援により２期目の市議会議員の仕事をさせていただくことができま

した。 

「誰もが幸せになる」を根本に、これまで１期４年間、常に現場第一主義で皆さまのご意見、

要望を聞き、動き、仕事をさせていただきました。これからも更なる決意のもと、どこまでも

現場主義で皆さまとともに市政の反映に前進できるよう精進して参ります。 
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質問１ 人口増加のために。 

問 マーケティング手法導入とプロモーション活動について。 

答弁 都市ブランドを効果的に情報発信し、良好な都市イメージの認知度

を高めていくことにより、更なる転入、定住の促進が図れるよう、他

市の取組みも参考にしながら、マーケティング手法を活用し、積極的なシティプロモーシ

ョン活動に取組みたい。また、市の重要課題の１つとして、４月から設置する都市魅力戦

略課を中心に全庁的に進めたい。 

 

問 大阪府では乳幼児医療費助成制度について、平成２７年度から拡充する方針を示した。こ

れにより、河内長野市の子ども医療費制度の通院助成を中学校３年生まで拡充を図れると

考えるが、見解を聞く。 

答弁  平成２６年２月大阪府議会にて、乳幼児医療費助成制度の市町村支援を平成２７年度

から拡充したい旨の答弁があった。府の公費助成の対象範囲が拡充されれば、市町村の医

療費助成事業に係る単独経費の財源の軽減が図れる。市として、今後の府の動向を十分注

視し、具体的な支援内容を見定め、かつ市の財政状況を十分見極めながら、中学校３年生

までの拡充について検討を行い、更なる子育て環境の充実を努める。 

 

質問２ 公園について。   

問 修理改修しては壊されるトイレ施設、抜本的な改善対策は。 
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答弁 現在、市の都市公園には４１箇所のトイレがある。目立たない場所に設置しているトイ

レや、夜間青少年が集まる箇所ではいたずらや落書きが絶えず、野作第１公園や鳴尾公園

では多目的トイレの設備が壊されるなど、苦慮している。特に、火遊びや施設の大規模な

破損等悪質なものについては警察へ被害届を提出しているが、予防対策の決め手とはなっ

ていない。今後は、青少年健全育成という観点からも、地域や学校、教育委員会や警察な

ど連携を図り、有効な対策を模索したい。 

 

問 安心安全な公園のための防犯対策は。 

答弁 市が管理運営している都市公園のうち、街区公園については１５１箇所ある。これらの

施設の安全点検については、年４回の公園緑化協会による一斉点検や、遊具については老

朽化してものの撤去、更新を毎年一定の予算規模で実施している。また、公園内の樹木に

ついては、下枝の剪定や間引きを、夜間青少年が集まりやすい公園については、警察に巡

回パトロールを実施していただいている。子どもから高齢者までが安心して利用いただけ

る公園を念頭に、維持管理を実施したい。 

 

質問３ 子育て支援のために。  

問 子どもの発達に応じた支援のためのサポートブックについて。 

答弁 サポートブックは、成長していく上で細やかな配慮などが必要な

子どもたちが、乳幼児から成人期までのライフステージで途切れる

ことなく一貫した支援が受けられることを目的に、保護者と関係者が子どもの情報を共有

するために作成するファイルをいう。市では平成２６年度にサポートブック「ハート」を

配布にあたり、平成２５年度に教育委員会をはじめ市関係課、大学、支援機関、保護者の

方々と協議、検討を重ねた。今後は、広報、ホームページなどを通じ普及、周知に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さまの声が「カタチ」となりました！ 

市町西町 

下水道及び道路補修 

下高向バス停付近 

水利組合の協力により

U 字溝の設置 

下高向 

水路の改善 


